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漢字情報処理システムの動向
Trendsin KANJllnformation Processing SYStem

我が国での情報処理機器として,コンピュータシステムが漢字情報処理機能を具

備することは当然であり,不可欠であると言える｡そして漢字情報処理システムの

既稼動システム数,計画中のシステム数とも年々増大してきている｡

本稿では,漢字情報処理システムの動向について述べ,これにこたえる日立漢字

情報処理システムの概要及び特長,並びに高レベル処理技術を利用した研究開発中

の自然言語処理システムの一例を紹介する｡

幅広い研究開発を基盤として,日立漢字情報処理システムは更に拡充を重ねるも

のであり,拡大･多様化するニーズに対応していくことができるものと考える｡

lI 緒 言

我が国の一般社会で流通している情報の表現は,普通,漢

字仮名交じりの日本語文であるから,情報処理システムの中

核的存在であるコンピュータが,漢字仮名交じりの情報を扱

うことは不可欠であり,また当然であると言えよう｡そして,

これを十分に達成しないまま放置されるならば,コンピュー

タの処理情報と一般流通情報との間の不連続性を人力で解消

しなければならず,社会全体に果たすコンピュータの役割は

欧米に比べて著しく小さい範囲にとどまる恐れがある｡

近年,コンピュータによる漢字情報処理への関心と要求が

強まっているのは,この意味から当然であり,これら要求に

こたえることはコンピュータメーカーに課せられた義務であ

ると考える｡

コンピュータによる漢字処理の実現は,新聞の編集にかか

わるものから始まり,現在一般事務処理,情報管手堅検索の分

野に広がっている｡本稿では,これらi英字情報処理システム
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の動向を述べるとともに,これにこたえる日立漢字情報処理

システムについて概説する｡

囚 漢字情報処理システムの動向

2.1漢字情報処理システムの発展とその背景

漢字情報処理システムは,この十余年の間に先駆的なユー

ザーによる試行的段階から,多数ユーザーによる実利用の段

階にまで発展してきた｡この背景には多様なユーザーのニー

ズと,それを支える数多くの技術開発とが相まって発展を遂

げてきたことがある｡その過程は,目的,原因が複雑に絡み

合っているが,その中で顕著な事柄として次のものが挙げら

れよう｡

2.t.1特殊分野から多種分野への適用の拡大

初期の漢字情報処理システムは,新聞社での漢字テレタイ

プセッティングとコンピュータ処王聖との結合であると言われ

表l漢字情報処理システムの適用対象分野のタイプ分けとシステムの特長 漢字情報処理の

対象分野は,現在,一般車務処理,編集･印刷.情報管理検索の三分野に大別できる｡

項

番

対象分野

(業種)
シ ス テ ム 内 容 適 用 業 務 例 主 要 イ幾 能 構 成 今 後 の 課 題

l

一般車務処‡里分野

一般企業,

計算センタ

従来の英･数字,イ反名文字の事

務処理システムとほぼ同じ範囲

の情7振処理システムに,漢字処

理機能を導入したもの

あて名印刷

在庫品リスト作成

各種名簿作成

経営て資料作成

･入力編集機能

･簡易出力編集機能

･校正支援機能

･漢字ユーティりテイ･プログラム

の質･真の完備化

･入出力操作の簡易化と低コスト化

･データベースとの結合

2

編集･印刷分野

新聞･報道

印刷･出版

書籍,新聞などの編集.印刷,

発行を行なうためのシステム

新聞編集

書籍編集

書籍原稿管理

･入力編集機能

･校正支援機能

･割イ寸指示処王里機能

･索引作成機能

･写植1幾能

･割イ寸面積の拡大化,高速化

･記事編集と図表処‡里の一元化

3

情報管理検索分野

官公庁,

一般企業

漢字イ反名交じりのドキュメント

の検索や内容検索を行なうシス

テム

各種文献検索

特許情報検索

匡l書･資料館業務

･蓄積データの入力編集･

校正機能

･検索要求(漢字キーワー

ドを含む)受付解読弓幾能

･検索ヰ幾能

･シソーラス管理機能

･検索結果の出力編集機能

･オンライン検索システムの標準化

･自動インチクシング
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ている0 言うまでもなく,我が国の新聞は漢字仮名交じり文

によって編集きれており,短時間内での情報収集と印刷とを

必要としている｡漢字情報処理の機械化の先駆となる必然性

をもっていたと言えよう｡

このような特殊な分野で開発された機器や技術が,その後

他の出版関係や,金融機関での証券代行業務などへと拡大適

用され,更に一般事務処理へと発展を遂げてきている｡その

過程で,量的,質的に処理内容の多岐化と広範化をもたらし,

かつ高度な技法の適用を実現するという変化をもたらしてき

ている｡表1に現段階及び近い将来での漢字情報処理システ

ムの適用対象分野とその特長を示す｡今後の発展の方向とし

ては,情報処理のあらゆる分野に漢字情報処理が採り入れら

れ,かつ高度利用が図られるものと考えられる｡

なお,漢字情報処理システムを処理要素別にみるならば,

その処理内容によって,次のように大別することができる｡

(1)データ処理

対象が漢字であることを特に考慮する必要はなく,従来の

英･数字,片仮名処理と同様のロジックで処理するものである｡

住所,氏名,商品名などの分類,印刷などがその例である｡

これらの情報は処理上,レコード内の特定のアイテムであり,

かつそのアイテムの内答が漢字コードで入力され,アイテム

単位の情報の複写や転送が行なわれた後,ハードウェアによ

つて漢字の形で出力されるものである｡

アイテムの内部にまで立ち入って処理をしないと言う意味

で,漢字入りドキュメントを一つの画像として蓄積,転送な

どを行なうこともこの部類に入れることができる｡実際長大

なドキュメントを漢字コードとして入力することは大きなコ

ストを要するから,その内部の処理を必要としないならば,

フイルムなどの画像媒体に記録するほうが安く大量に扱うこ

とができる｡これは漢字の画像としての扱いであり,画像処

理技術の進展とともに実利用化が期待される｡

(2)編集処理

漢字を含む文字列を日本語の文章として処理を行なうもの

のうち,文書の体裁を整えるための編集処理範囲にとどまる

ものである｡出力編集処理での行頭･行末の禁則処理,ペー

ジ内の割付けなどの処理がその例である｡

(3)言語処理

漢字を含む文字列を日本語の文章として扱い,言語認識へ

の接近を目指すものである｡これらは,たいていシンタック

ス(構文解析,文法的解析)やセマンティックス(意味論的解

析)などの言語解析を必要とする｡仮名漢字相互変換,情報

検索システムでの自動キーワード抽出,機械翻訳などがその

例である｡

一つの分野の情報処理システムをとって考えるならば,上

記3種の処理それぞれを部分的に含むシステムとなる｡しか

し,利用の動向としては,まずデータ処理と簡易な編集処理

が普及し,次いで高度な編集処理,言語処理の順に普及の輪

を広げてゆくものと考えられる｡

2.l.2 リアルタイム処理の発展

情報処理システム全般の傾向であるリアルタイム処理の普

及は,漢字情報処理でも同様であり,漢字ビデオデータシス

テムを利用したデータ校正や,システムへの指示,照会など

が,システム構成上ますます重要度を加えてきている｡検索

や照会などに対する回答を,漢字を用いた表示とすることに

よって,漢字の視覚に訴える大きな速読性が有効に利用され

る｡また仮名表示としたときの同音語の判別困難化を防止す

ることができる｡校正やテキストエディティングに対しては,

2

結果を確認しながらの作業となるため,正しい結果への到達

が速い｡

2･1･3 漢字情報のデータベース化と広域オンライン化

既に幾つかの官公庁では,各種ドキュメントや申請情報を

漢字イ反名交じり文によってコンピュータシステムに入力し,

膨大なデータベースを作成している｡またデータベース化計

画中のものも多い｡一般企業でも顧客情報,取引先情報など

のデータベース化が進展している｡一方,漢字入力の能率の

低いこと,漢字端末が高価であることなどから,漢字情報処

理システムの広域オンライン化の普及は,一般の情報処理シ

ステムのオンライン化よりも遅れている｡しかし,官公庁,

金融機関などで,漢字情報処理システムの広域オンライン化,

又は広域オンラインシステムへの漢字処理の導入のニーズは

高いものがある｡ことに,前述の漢字データベースが建設さ

れているところでは,これを遠隔地から検索可能とする必要

性が強い｡システム技術,ハードウェア技術の進展に伴い,

ここ数年のうちには実用化が広がるものとみられる｡

2.l.4 漢字コード等の標準化

従来,漢字コードは漢字機器により異なっていた｡また,

ユーザーによっては独自の漢字コードを設定して,漢字情報

処理システムを構築していた｡このため,ユーザー間での漢

字情報の交換が円滑には行なえない状態であった｡昭和53年1

月,JISによって情報交換用漢字コードの標準1)が設定された

ことは大きな前進と言えよう｡既開発の漢字情報処理システ

ムでは,この標準コードへの移行になお問題があろうが,今

後開発されるシステムでは,全面的にこのJISコードを採用

するか,そうでないにしてもこのJISコードとのコード変換

の手段を具備することにより,漢字データベースの流通が円

滑化きれるものと期待される｡

字形(｢曽+と｢曾+など)など,漢字コード以外について

も標準化が望まれ,実現されることが期待される｡

2.2 日立製作所の漢字情報処理システム

2.2.】 システムの構成

日立製作所は,表2に示す漢字情報処理システムを開発し

た｡このシステムは,HITAC MシリーズVOS2(Virtual

Storage Operating System2)及びVOS3によってサポー

ト される｡

漢字情報処理システムを構成する要素は,システム化の度

合について基本的な要素から業務処ヨ型システムそのものまで

各段階が考えられ,それらは複雑な階層構造を形成するが,

基本エレメント,標準サブシステム,業務処理システムの3

段ド皆に大別して考えることができる｡高度なサブシステムま

で標準化することによr),業務処理システムの構築を容易化

することができる｡今後の開発を含め,漢字情報処理システ

ムの概略の構成要素を表3に示す｡既開発のものに加えて順

次整備拡充してゆく計画である｡

2.2.2 システムの特長

このシステムは,次のような特長をもっている｡

(1)幅広い処理形態に対応できる製品群である｡

既に述べたように,コンピュータの利用形態はバッチ処理

からリアルタイム処理,分散処理へと多様化してきているが,

日立漢字情報処理システムは,このような各処理形態に対応

できるよう,各種の製品を用意している｡

センタバッチ処理では,Hr8196i実字プリンタサブシステム

による高速出力機能や,帳票様式を同時に印刷できる点などが

有効に利用できる｡また,各種印刷物の版下作成にはH-8195

漢字プリンタサブシステムが有効である｡



表2 開発した日立漢字情報処理システムの構成 集中処現.分

散処現.リアルタイム処理など幅広い処理形態に対応でき,業務処理プログラ

ム作成を容易化する豊富なユーティリティを備えている｡

種

別
名 称 概 要

′ヽ

l

ド

ウ

エ

ア

H-8196

子葉字プリンタサ■7システム

毎分7′000行の印字速度をもつ集中出力処

理向けのレーザビーム電子写真方式のプリ

ンタで,連続折畳み普通紙を使用する｡

H-8195

】鮮明な印字品質と豊富な編集機能をもった

レーザビーム電子写真方式のプリンタで,

漢字プリンタサブシステム カット紙を使用する｡

(A4サイズ,12枚/分)

T-560/40 問合せ/応答,情報検索などのりアルタイム

漢字ビテサデータシステム 処理向けのビデオデータシステムである｡

H-1811 日立標準;実字コードを紙テープにせん孔す

三乗字入力装置 るペンタッチ方式の入力装置

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

漢字入力編集

H一柑Il漢字入力装置で作成Lた漢字入力デ

一夕を,指定された形式に従って編集し,

漢字データセットへ出力する｡モニタプリ

ントも可能｡

漢字編集プログラム

豊富な名編集機能をもち,漢字データセット

のデータを与えられた制御パラメータに従

って漢字プリンタ出力形式に編集L,H一別96

又は磁気媒体に出力する｡

MAP/5435

業務処理プログラムと連結して使用され.

簡単な画面のマッピング情報を与えること

により子実字ビデオデータシステムでのう実字

データの操作を可能とするプロクうムであ

る｡

外字処理ルーチン

業務処理プログラムと連結して任用され,

出力外字を漢字辞書から取り出し出力装置

へ登録できる形に編集するサブルーチンで

ある｡

書式オーバレイゼネレータ

漢字ライブラリ保守

漢字辞書ライブラリ

H-8196漢字プリンタサブシステムの書式オ

-バレイ機構で印刷する帳票フォーマット

を,簡単なパラメータの記述によって作成

するプログラムである｡

漢字辞書ライブラリの作成及び修正を行なう｡

子葉字辞書ライブラリを入力として.ユーザ

-システム上にざ実字辞書を作成することも

できる｡

漢字の音訓の読み,部首,画数などの属性

情報と,漢字プリンタ,5葵字ビデオデータ

ターミナルで使用されるドットパターンの

情報とを磁気テープに収容したものである｡
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リアルタイム処理のためには,T-560/40漢字ビデオデータ

システム及びMAP/5435が用意されている｡H-8195漢字プリ

ンタサブシステムには,漢字ビデオデータターミナルを8台

まで接続できるので,窓口業務などを処理する分散処理シス

テムを構成することができる｡

(2)業務処理プログラムを容易化するユーティリティ

既に表2に示したように,i英字入力情報の編集,ビデオデ

ータシステムによるリアルタイム処理,各種漢字プリンタサ

ブシステムへの編集出力などを容易化するためのユーティリ

ティプログラムが用意されており,これらを組み込むことに

よって,業務処理プログラムシステムを容易に編成すること

ができる｡

(3)帳票出力の環境改善

H-8195及びH-8196漢字プリンタサブシステムは,レーザ

光を用いた電子写真方式の非衝撃形のプリンタであり,事務

用の電子写真機と同様な静かな運転を行なう｡また,H-8196

漢字プリンタサブシステムでは,帳票フォーマットを同時に

印刷でき,業務処理プログラムの指示により,ある制限内で

複数個の帳票フォーマットを1枚り替えて印刷することができ

るので,フォーマット紙かけ替え作業や印刷後のページ合せ

作業が省力化される｡

2.2.3 自然言語処理への接近

漢字情報処理システムは,全般にデータ処理及び簡易な編

集処理の要素から成るものが普及してゆくにつれ,言語処理

への要求が強まるものと考えられる｡言語処理的な技法が一

歩一歩開発されることにより,漢字情報処理の柔軟性,有効

性が格段に拡大されるものと期待される｡日立製作所が研究･

開発中の自然言語処理システムの一例として,日本語文情報

の検索用インデックスの自動付与システムについて紹介する｡

情報検索システムでは,蓄積情報作成作業をどのように省

力化するかが大きな課題となっている｡この課題に対して,

国際関係ニュース文の情報検索システムを対象として,個々

のニュース文に蓄積･検索用インデックスを自動付与する方

式の研究を進めてきた｡ここでのニュース文は,漢字仮名交

じ一り日本語文であり,インデックスとは,内答を表わす重要

語(=キーワード)と,それらの重要語の文構成上の役割〔=

ロール:5W(Where,What,When,Why,Who)1H(How)

に相当〕を言い,これらを自動付与するのがこの課題の特徴

である｡この自動付与方式を,(1)キーワード自動抽出と文節

構成語の認定,(2)文構造解析によるロール自動付与から構成

表3 システム要素の概要 システムの要素は,既開発の要素に加えて,順次整備拡充Lてゆく｡

基 本 エ レ メ ン ト 標 準 サ :7 シ ス テ ム 業 務 処 千里 シ ス テ ム

構

成

要

素

l.漢字入力装置,言葉字ビデオ,

データターミナル,漢字プリン

タなどのハードウェア

2.漢字データ管理プログラム,

i実字入力編集,漢字編集プログ

ラム,漢字画面編集,書式オー

ノヾ-レイゼネレータなどの入出

カサポートユーティりテイ

3_漢字辞書ライブラリ,三実字ラ

イプラリ保守などの各種ユーテ

イリテイ

固有名言司処理･変換サブシステム,

文章仮名漢字変換サブシステム.

構文解析サブシステム,情報検索

サブシステム,会話型文書編集校

正サ'7システム,自動インデック

スサブシステム

など,業務処理システムの主要な

要素となるサブシステムである｡

一般事務処理,編集印別,情報管

王里検索,その他の分野の各業務処

理システムである｡
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ニュース文

1975年,米国大統領が

日本を訪問した｡

抽出キーワード

語 彙 辞 書

1975年

米国大統領

日本訪問

インデックス

マスタMT

型

動活

1975年

米国大統領

日本

訪問

図Iインデックス自動付与実験システムの概要 文節解析と文章解析とのZ段階の解析によって,

インデックス自動付与が行なわれる｡

770406カーター大統領､政府境関改組法に署名｡

1 カーター

6 政府機関

5 署名

770117フォード大統韻､78会計年度の予算教書を議会に送付｡

1 フォード

6 78会計年度

6 議会

3 770117

770114上院外交委員会､バンス次期国務長官を承認｡

1上院外交委兵舎

2 次期

5 承認

770112フォード大統領､上下両院合同会議で-絵教書をろう読｡

1 フォード

6
一位教書

3 770112

6 合同会議

図2 インデックス自動付与結果の例

とが正常に行なわれている｡

(004

領

法

0

統

組

7

大

改

7

1

6

3.

1 大統領

6 予算教書

5 送付

宮

ス

長

ン

故憫

バ

国

770114 注:抽出されたキーワードの

1 大統領

5 ろう読

6 上下両院

左側の数字は,それぞれ

1二(有意志の)主体
2:(有意志の)客体

3こ時

4:場所(ニ地名)
5:活動

6ニその他の主題

の意味のロールを表わす｡

各ニュース文で,キーワードの自動抽出とロールの自動付与

する(図1)構想を固め,それぞれのステップの実験を行ない,

その詳細なアルゴリズムを確立した｡キーワードの自動抽出

とロールの自動付与とを行なった実験結果の四つの例を,そ

れぞれの元のニュース文とともに図2に示す｡付与されたロ

ールは,同図の注で示したように数字で出力した｡実験の結

果,キーワード抽出精度は,再現率で8割程度,ロールの自

動付与精度も8割程度を実現できる見通しが得られた｡100%

に満たない部分は,新出キーワードの処理とともに人手校正

にゆだねる計画であり,校正手段も含めたシステム化の検討

を進めている｡

田 結 言

以上,最近の漢字情報処理システムの動向について述べた｡

4

この動向にこたえるため,日立製作所は漢字情報処理システ

ムを開発した｡このシステムは,･(1)幅広い処理形態に対応で

き,(2)業務処理プログラム作成を容易化する豊富なユーティ

リティを備えておr),(3)帳票出力環境を大幅に改善するなど

の特長をもっている｡また,自然言語の認識や処理をも含め,

幅広く漢字情報処理技術の研究開発を進めている｡それらの

結果をも駆使して,今後更に日立漢字情報処理システムの拡

充と改善に努力を重ねてゆく考えである｡

終わりに,本稿の執筆に際し資料の提供など,御協力をい

ただいた各位に対し,深謝の意を表わす次第である｡
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